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日田市奨学資金貸付事業
令和5年12月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「日田市奨学資金貸付事業」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言
です。

○１０番（崎尾亮介君） ［登壇］

最後に、奨学資金貸付事業についてお尋ねします。現在、大学生の３０％が日本学生支援機構から奨学金を貸与して

います。貸与の平均金額が利子なしで２１６万円で、月額４万５,０００円程度、利子ありが３３３万円で、月額７万

円程度となっています。日田市でも、日田高校の生徒が毎年１００名程度、日本学生支援機構の奨学金制度を利用し

ています。日田市からは、自宅から通学できる高等教育機関が少ないことから、奨学金の必要性が増します。しかし

ながら、日田市が大学生に貸与する奨学金の金額は月額３万円で、貸与の平均に及ばず、新規の申請が毎年２０名程

度です。現在、国公立大学理系の大学院進学率が６割を超えていますが、日田市では大学院生への奨学金への貸与は

ありません。事業内容が、近隣に大学がなく、通学は困難でより経済的負担が大きい日田という立地と、大学院進学

率が増加している今の時代に即した制度になっているのかを精査するために質問させていただきます。貸付金の返還

状況と基金の推移をお答えください。先述のとおり、日田市は経済的負担が大きく、通学できる地域と奨学金の意味

合いが異なると考えますが、その上で、奨学資金貸付資金事業の意義と役割をお答えください。以上で、登壇の質問

は終わります。

○教育次長（髙倉保徳君） ［登壇］

私からは、日田市奨学資金貸付事業についてお答えします。本市の奨学資金貸付事業は、学生本人に毎月貸与いたし

ます奨学金と、入学する際に保護者に貸与いたします入学準備金の２種類があり、いずれも奨学資金基金を財源とし

ているところでございます。奨学資金の１月当たりの貸与金額につきましては、高校は月額８,０００円または１万５

,０００円、高等専門学校は１万７,０００円、専修学校及び大学は３万円とし、入学準備金につきましては、高校及

び高等専門学校は１０万円以内、専修学校及び大学は２０万円以内となっております。また、奨学金の返還につきま

しては、奨学生が卒業後、１年を経過した翌月から１５年以内に返還していただくこととなっており、その返済方法

も月払いのほか、半年払い、年払いと、奨学生にとってより負担の少ない返済方法を選択していただいているところ

でございます。入学準備金につきましては、保護者が貸与を受けた日から６か月間の据置き期間をおいた後、貸与額

に応じて、２０月から６０月以内で原則として月払いによる返還をお願いをいたしております。そこで、議員お尋ね

の奨学資金の貸付金の返還状況と基金の推移についてでございます。平成３０年度から令和４年度までの過去５年間

で申し上げますと、平成３０年度における返還額は３,８８０万８,５９９円、奨学金と入学準備金を合わせました新

規及び継続の貸与人数は１３１人で、対応金額は３,６９５万２,０００円、奨学資金基金残高のうち、貸付金や債権

を除く預金額につきましては１億５５０万４,２２５円でございます。令和元年度につきましては、返還額４,３１８

万３,３２８円、貸与人数は１１７人で、貸与金額３,３８７万２,０００円、基金の預金額は１億７９９万６,６５０円

。令和２年度でございます。返還額４,２４４万１,７４１円、貸与人数は１３１人で、貸与金額３,９８１万４,０００

円、基金の預金額は１億１,７５１万５,２９６円。令和３年度は、返還額４,００７万５,７０７円、貸与人数は１３０

人で貸与金額４,１９２万円。基金の預金額は１億２,０６８万６,７０３円。令和４年度は、返還額３,９８６万２,４

５９円、貸与人数は１３３人で貸与金額４,２７１万６,０００円、基金の預金額は１億１,８４８万７,３８２円となっ

ております。
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○教育次長（髙倉保徳君） ［登壇］

次に、市の奨学資金制度の役割と意義についてでございます。本市の奨学資金制度は、奨学金や入学準備金を貸与す

ることにより、学ぶ意欲のある学生の皆様が、経済的理由で学校教育法に規定する高等学校や大学などに進学するこ

とを断念することがないよう支援する役割を持ち、将来、社会に貢献し得る有用な人材を育成するという意義を有し

ているもので、教育の機会均等の観点も含めて、重要な教育施策であると考えております。自宅から通学できる大学

が少なく、経済的な負担も大きいことは承知しておりますが、基金で運用しています以上、財源には限りがあり、そ

のため、貸与に当たっては他の奨学金との併給を可能としているところでございます。私からは以上でございます。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

次に、奨学金貸付事業についてお尋ねします。

日田市は、「文教都市として受け継がれてきた歴史と文化が薫るまち」とあるが、文教都市という言葉自体に定義は

なく、目標やスローガンのようなものだと認識しています。教育に重きを置く宣言と解釈しますが、それを鑑み、先

述の日田市における状況を考慮しても、この事業の拡張性の必要性は感じないでしょうか。

○教育次長（髙倉保徳君） ［答弁］

奨学資金の拡張への必要性ということでございますけれども、現在、本市の奨学資金制度の利用者には、無利子であ

ることで貸与を行っているところでございます。また、他との奨学資金の併給についても可能としておるところでご

ざいます。現在、新規、継続を含めまして毎年１００名を超える方から申込みをいただいて、貸与させていただいて

いるところでございまして、経済的な負担の軽減の役割を果たしているというふうには認識をいたしているところで

ございます。また、本制度でございますけれども、基金で運用を行っている状況でございます。やはり、財源に限り

がある中で、多くの方に貸与させていただくということでありますし、高校、専修学校、大学といった高等教育機関

への進学を後押し、支援をさせていただくということで、教育の機会均等には寄与しているということにもなります

。利用者の返済方法につきましても、自由度を持たせているところでございますので、返済の負担を軽減するよう、

柔軟に対応いたしておりますので、現時点で奨学金の拡張、増額等については、現時点では難しいというふうに考え

ているところでございます。

○１０番（崎尾亮介君） ［再質問］

先日、大分市で人口減少対策と奨学資金貸付けを関連づけた返還免除型の奨学金の検討が始まりました。大分市では

、既存の制度を見直す大分市奨学資金制度検討委員会というものが組織されていますが、日田市では、今後、そうい

った組織をされる予定などはございますか。

○教育次長（髙倉保徳君） ［答弁］

新聞報道等で、大分市が奨学資金の制度を見直すための検討委員会を設置したということで報じられております。大

分市が制度見直しに当たっての検討委員会を設置したという背景には、やはり既存制度では定員割れが起きたという

ことで、その制度を利用しやすいように、再度、検討委員会を立ち上げて奨学資金の見直しを行っているということ

で伺っているところでございます。本市におきましては、一定の申請者がございますこと、そして、奨学資金検討委

員会の設置については、現時点では考えておりません。ただし、今後、返還を伴わない給付型の奨学資金制度の創設

等については、財源の問題もありますが、若年者の返済負担の影響といった社会情勢等を踏まえますと、検討してい

く必要があるのかというふうには考えているところでございます。


